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はじめに 
情報技術の発展やそれに伴う社会構造の変化により，情報教育への期待が高まっている。

学習指導要領の改定により，小学校にプログラミング教育が導入された（施行 2020 年）。中

学校では技術家庭科（技術分野）においてプログラミング教育が拡充された（施行 2021 年）。

高等学校ではプログラミングやデータ活用を含む情報Ⅰが必履修科目となった（2022 年か

ら学年進行）。情報Ⅰは大学入学共通テストの入試科目として新たに加わり，その初となるテス

トが 2025 年 1 月に実施された。 

今年度の本研究会のテーマの一つは，『入試科目としての情報Ⅰの指導』であった。昨年に

続き高大連携教育フォーラム（主催京都高大連携研究協議会）の第 3 分科会を，本研究会が受

け持った。高等学校側から東山中学校高等学校の高畑祐輔教諭，大学側から京都産業大学の

山田修司教授から報告を受け，「高大における情報教育の課題と挑戦 ～受験指導，AI 教育の

行方～」について議論を深めた。 

そして，もう一つのテーマは『情報教育における競技プログラミング可能性』であった。夏期

研究会では，U-16 プログラミングコンテスト上越妙高の立役者である植木和樹氏を招き，プ

ログラミング大会の開催に向けた勉強会を行った。秋期研究会（京都府私立中学高等学校研究

大会の分科会）では，競技プログラミングのプラットフォームを運営しているAtCoder 株式会

社代表取締役の高橋直大氏の講演を通じ，競技プログラミングの世界大会や日本の中高生の

取り組みの実態について知見を広げた。そして，3度のプログラミングのワークショップを実施

した後，第 1 回の U-16 プログラミングコンテスト京都大会を開催することができた。プログ

ラミングに興味をもつ児童・生徒たちの活躍の場を創出したという点で，社会的な貢献を果た

すことができた。 

今年度は入学共通テストに情報Ⅰが導入されるなど，情報教育界にとって変化の年であっ

たが，本研究会においても大きな変革の年であったと言える。今後も社会の潮流を捉え，柔軟

な活動を展開していきたい。 

 

2025 年 3 月 

京都府私立中学高等学校情報科研究会 

委員長 長谷川卓也（京都橘中高） 



京都府私立中学高等学校情報科研究会 

2024年度（令和6年度）通常総会 次第 

日時：2024年（令和6年）5月21日(火) 

場所：京都私学会館 204会議室 

議事内容 

１．開会挨拶 

２．2023年度 事業報告と収支決算報告（審議事項） 

３．2024年度 役員（審議事項） 

※研究会規約により役員の任期は２年です。（2024～2025）

４．2024年度 事業計画および予算（審議事項） 

５．各校の交流・質疑・意見交換 

６．閉会挨拶 

京都府私立中学高等学校情報科研究会 

2024（令和6）年度 役員組織表 

役職名 氏名 所属・学校名 

委 員 長  長谷川 卓也 京都橘中学校・高等学校 

副委員長 清田 祥一郎 立命館中学校・高等学校 

常任委員 瀧内 義弘 東山中学・高等学校 

高畑 祐輔 東山中学・高等学校 

森本 岳 京都産業大学附属中学校・高等学校 

中村 亮太 京都産業大学附属中学校・高等学校 

上田 祐一郎 同志社女子中学校・高等学校 

(研究大会実行委員) 増田 純一 京都翔英高等学校 

庶務・事務局担当 鈴木 潤 同志社中学校・高等学校 

会計担当 〃 〃 

監事（会計監査） 酒井 知果 華頂女子高等学校 

顧問 鹿野 利春 京都精華大学メディア表現学部教授 

＊２年任期（2024～2025年度） 

2



3



4



5



6



京都府私立中学高等学校情報科研究会 

2024年度（令和6年度） 夏期研究会 次第 

日時：2024年（令和6年）7月9日（火） 

場所：京都橘大学 啓成館 G103教室 

テーマ『情報教育における競技プログラミングの可能性』

１．開会挨拶 

２．講演「『CHaser』を利用したプログラミングコンテストの開催」 

   植木 和樹氏（U16プログラミングコンテスト上越妙高大会事務局・クラスメソッド(株)） 

・プログラミングを子どもたち教える上での工夫

・指導を通しての子どもたちの成長

・U16プログラミングコンテストの様子

●プログラミングコンテスト対戦プラットフォーム「CHaser」体験

●U16プログラミングコンテスト京都大会に向けての検討・情報交換

３．各校の交流 

４．閉会挨拶 

＜ご案内＞ 

研究会サイトhttps://www.kyoto-shigaku.infoぜひご利用ください。 

Facebookページもあります。https://www.facebook.com/kyotoshigakuinfo 

事務局：同志社中学校・高等学校 
〒606-8558 京都市左京区岩倉大鷺町８９ 
TEL:075-781-7121 FAX:075-781-7124 
庶務 鈴木 潤（jnsuzuki@js.doshisha.ac.jp） 
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value = client.get_ready()

walk○○

指定された上下左右のどれかの⽅向に移動します。

value = client.walk_up()
value = client.walk_down()
value = client.walk_left()
value = client.walk_right()

look○○

指定された上下左右のどれかの⽅向に対して、正⽅形状に9マスの情報を取得します。value変数にはその9
マスの情報が格納されます。

value = client.look_up()
value = client.look_down()
value = client.look_left()
value = client.look_right()

search○○

指定された上下左右のどれかの⽅向に対して、直線上に9マスの情報を取得する。value変数にはその9マス
の情報が格納されます。

value = client.search_up()
value = client.search_down()
value = client.search_left()
value = client.search_right()

⾃分のCHaserプログラムをつくる

CHaserライブラリの命令
各命令を実⾏すると、value変数に周辺情報が格納されます。
詳しくは、CHaser公式の以下ドキュメントを参照してください。

http://www.zenjouken.com/?action=common_download_main&upload_id=522

get_ready()

ターンのはじめに実⾏する。value変数には周辺情報が格納されます。

put○○

指定された上下左右のどれかの⽅向に対して、ブロックを配置する。value変数には周囲9マスの情報が格
納されます。

value = client.put_up()
value = client.put_down()
value = client.put_left()
value = client.put_right()
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サンプルのCHaserプログラムを改良する
USBメモリに⼊っているsample.pyをmychaser.pyという名前でコピーしましょう。（⽣徒さんには、⾃分
の名前のファイル名を付けてもらったほうがわかりやすいかもしれません。takuya.pyなど。）

プログラムの改良⽅法
sampleのプログラムは、コメント部を除くと以下のようになっています。

import CHaser

def main():
 value = []
 client = CHaser.Client()

 while(True):
 value = client.get_ready()
 value = client.search_left()

 value = client.get_ready()
 if value[7] != 2:
    value = client.walk_down()

 else:
 value = client.put_up()

 value = client.get_ready()
 value = client.look_up()

 value = client.get_ready()
 value = client.put_right()

while(True):以降が改良するべき部分です。

プログラムを改良する際は、client.get_ready()を呼び出してからなにかの動作（ client.walk_down()
等）をすることに注意してください。

では早速、あなたのCHaserプログラムを改良してみましょう。

ランダムに動くようにする
現状だと、このプログラムは下⽅向に動き続けるのみです。そこで、上下左右いずれかの⽅向にランダムに
動くようにしてみましょう。

0から3までの数値をランダムに出し、0なら上へ、1なら下へ、2なら左へ、3なら右へ移動するようにしま
しょう。

Pythonでランダムな数値を出すには、以下のようにプログラムを書きます。

14



import random

random.randint(0, 3) # 0から3までのランダムな数値を出す

これをCHaserプログラムに組み込んでみましょう。なお、import⽂はプログラムの最初にまとめて書くよ
うにします。

import CHaser
import random # import⽂はプログラムの最初に書く

def main():
 value = []
 client = CHaser.Client()

 while(True):
 value = client.get_ready()
 value = client.search_left()

 value = client.get_ready()

 number = random.randint(0, 3)
 if number == 0:
    client.walk_up()

 elif number == 1:
    client.walk_down()

 elif number == 2:
    client.walk_left()

 elif number == 3:
 client.walk_right()

# 以下の部分はコメント化
#  if value[7] != 2:
#     value = client.walk_down()
#  else:
#  value = client.put_up()

#  value = client.get_ready()
#  value = client.look_up()

#  value = client.get_ready()
#  value = client.put_right()

これで、上下左右ランダムな⽅向に動き続けるCHaserができました。

しかしこれだと、これだと、ブロックに突っ込んで負けになってしまうので、進⾏したい⽅向にブロックが
あったときは進まないような処理が必要です。

value変数の値と条件分岐をうまく利⽤して、ブロックがある時は別の⾏動（ただ単にlookやsearchするだ
けなど）を取るようプログラムを改良する⽅法を⽣徒と⼀緒に考えてよいでしょう。
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教育研究大会 第１５分科会 情報科（秋期研究会） 

1.日時   2024(令和 6年)10 月 23 日(日) 13:15～16:15 

2.場所   花園中学高等学校 

2024（令和 6）年 10 月 23 日 

202４（令和 6）年度 京都府私立中学高等学校情報科研究会 秋期研究会 

（第 22 回 京都府私立中学高等学校 教育研究大会 第 15 分科会として実施） 

本日のプログラム 

(1)時 間： 2024（令和 6）年 10 月 23 日（日） 13:15～16:15 

(2)研究目標： 「大学入試を踏まえた情報科教育の在り方」

大学入試における情報科目の内容や取り扱いの動向を確認し、 

高等学校における効果的な指導の在り方について議論を深める。 

(3)プログラム

1．開会挨拶…情報科研究会副委員長  清田 祥一郎（立命館中高）

2．講演 「競技プログラミングの世界とその魅力 

―中高生プログラマーから世界のトップコーダーまで―」 

講師： AtCoder 株式会社代表取締役    高橋 直大氏 

→講演後、質疑応答

3．研究協議（講演・実践報告を通して） 

4．情報科研究会主催「第 3 回 Rookie of the Year Award」の案内 

5．閉会挨拶…情報科研究会委員長  長谷川 卓也（京都橘中高） 
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2024年 8月23日

U-16プログラȊングǞンテスト京都大会 ಲப委員会

（京都ᆒጵ中高情報科ଞ会）

༌ĨषU-16プログラȊングǞンテスト京都大会 開௹ጅஶ

Ǟンテストൺg ༌ĨषU-16プログラȊングǞンテスト京都大会

ኬ的g プログラȊングへのታ心をஃƇるc

プログラȊングƠƿຎむU-16世代のঊのを作るc

情報教ࡱの発d൙来のITǓンジニアࡱ成Ơ৳ይするc

௹g U-16プログラȊングǞンテスト京都大会 ಲப委員会（京都ᆒጵ中高情報科ଞ会）

       https://www.kyoto-shigaku.info/ 

ଢ଼࣍g （ያ࿊）京都ᆒጵ中学高等学校ᎌ会  https://www.kyotoshigaku.gr.jp/ 

（ያ࿊）NPOሓ ITジュニアࡱ成交ጺ会 https://www.ajitep.org/ 

Ǟンテストၾዴg��U-16プログラȊングǞンテストとƤ�

U-16プログラȊングǞンテスト(ࡒவbU-16プロǞン) とƤb16ఄऀࡒの高校生b中学生b൚学生

をඉとƌたプログラȊングǞンテストでbே२དで大会がபわǁƛいƳすc京都大会でƤƈの

中でƷbCHaser (チェイǠー) といŻ๗型プラットȀǔームඑでb11のプログラム၍ౠのଂ

をபŻ�競技部�をಲ౮ƌƳすc参加者Ƥዻyなプログラムସで自ጳ型プログラムを作成ƌb

プラットȀǔームඑで๗をபい്をଂƶƳすc

参加ඉg原໋とƌƛ京都ᆒఓഉbƳたƤ京都ᆒƠŷる൚中高Ơఓ学する

 2025年4月1日ಐで16ఄऀࡒ（高校1年ະဴ）のಋၔf生ည

参加ᅉ用gኅፍ

参加者ଣみg競技参加者20bጥ者40b大会運ࢪ者10

大会ၾዴ

»大会日࿘ 2024年11月3日(日fങ) 

»大会സ 京都橘中学校f高等学校 304教ಬfǞンピュータ教ಬ（ያ࿊）

  Æ612-8026 京都౦ᆰଣત桃山ྎࡓर50 

»参加ඞଉ 原໋とƌƛ京都ᆒఓഉbƳたƤ京都ᆒƠŷる൚中高Ơఓ学する

   2025年4月1日ಐで16ఄऀࡒ（高校1年ະဴ）のಋၔf生ည

»ᇻആ部 競技部（๗型ǝームプラットȀǔームChaser）

»参加ᅉ用 ኅፍ

ಈ講会 Åಈ講会Ƥ大会参加のඞଉでƤない

»ಈ講会開௹日ಐfസ

༌1ष 2024年 9月14日(日) 13:0017:00 സ:၍౨ೂ中高

༌2ष 2024年 9月21日(土) 13:0017:00 സ:京都橘中高

༌3ष 2024年10月 6日(日) 13:0017:00 സ:၍౨ೂ中高

»参加ඉ 大会参加をଙ၀ƌƛいる൚中学生（ᇱ୦者၍ᄔई）

»参加ᅉ用 ኅፍ µጅ参加  ÇくわƌくƤĩ次ଭǞーǴのアǴレスへ

»࿊員 २ष20Ƴで

ಈኃઅg 京都ᆒጵ中高情報科ଞ会（https://www.kyoto-shigaku.info/）

၍౨ೂ中学校f高等学校 ፷木 യ jnsuzuki@js.doshisha.ac.jp 

Æ606-8558 京都౦௬京તຘ大డྎ89 Tel.075-781-7121 Fax.075-781-7124 
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参加者募集

大会開催日

2024年11月3日
会場：京都橘中高

(日)

参加費： 無料
参加資格：京都府在住 または
京都府にある小中高に在学する
2025.4.1時点で 16歳以下
（高1相当）の児童・生徒

主催：U-16プログラミングコンテスト京都大会実行委員会
（京都府私立中学高等学校情報科研究会）

大会内容
京都大会では「競技部門」を実施

「CHaser(チェイサー)」という
対戦型プラットフォームを用いて
1対1の対決で勝敗を決めます。
ステージ上の宝を多くとったり、
相手を攻撃する自律型プログラム
を作り競います。

応募期間:10月23日(水)まで

事前講習会を実施します！

第１回 ９月１４日(土) 会場：同志社中高
第２回 ９月２１日(土) 会場：京都橘中高
第３回１０月 ６日(日) 会場：同志社中高
いずれの回も13:00～17:00(４時間)の講習
参加対象：小中学生（保護者同伴可）

プログラミング未経験者大歓迎！

主催：U-16プログラミングコンテスト京都大会実行委員会
（京都府私立中学高等学校情報科研究会）

後援：京都府私立中学高等学校連合会、NPO法人ITジュニア育成交流会
お問い合わせ先: jnsuzuki@js.doshisiha.ac.jp[事務局担当:鈴木(同志社中高)]

※詳細については、大会Webサイト https://www.kyoto-shigaku.infoをご参照ください

大会応募・事前講習会
申込はこちらから
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1. 主催　U-16プログラミングコンテスト京都大会 実行委員会

2. 後援　京都府私立中学高等学校連合会・NPO法人ITジュニア育成交流協会

3. 主管　京都府私立中高情報科研究会

4. 期日　2024年11月3日(日・祝) 13:30～(開場13:00、閉会式16:00、16:30終了予定)

5. 場所　京都橘中学校・高等学校（〒612-8026 京都市伏見区桃山町伊賀50）

6. 種目　競技部門（プラットフォーム「CHaser」での対戦）

7. 参加資格
原則として京都府在住、または京都府にある小中高に在学する
2025年4月1日時点で16歳以下（高校1年相当）の児童・生徒

8. 競技規則
①U-16旭川プログラミングコンテスト実行委員会ルールブックを基本とする
②京都大会としてのルール

(1) 1試合（マッチ）における対戦数
・同じマップを用いてCool側・Hot側を入れ替えて1マッチにつき2回対戦（2ゲーム）を行う。
(2)マッチにおける勝者の決定
・1マッチにおける勝利数の多い方（2勝したもの）を勝ちとする。
・1試合(マッチ)において引き分けであった場合、2ゲームあわせた総獲得アイテム数の多い方を勝ちとする。
(3)総獲得アイテム数の算定（減点する条件）
・対戦相手から自分の上に置かれる、対戦相手に上下左右4方向をブロックで囲われる
→「PUT負け」の場合＝その対戦（ゲーム）の獲得アイテム数を0とする。
・自分がブロックのマスに移動する、自分が自身の上下左右4方向をブロックで囲う、自分が通信エラーで競技中断させる
→「自滅」の場合＝1試合(マッチ)の総獲得アイテム数より、残りターン数と同数をマイナスする（減点）

③トーナメント
(1)1回戦の対戦は大会当日に出場者のクジで決定する
(2)準決勝→3位決定戦→決勝　の順で試合を行う

④マップタイプ
(1)1回戦は事前提示したマップによる対戦(ターン数120)
(2)2回戦から決勝までは、大会本番時に提示(ターン数はいずれも120とする)

⑤クライアントプログラムの持ち込み
事前に提出したプログラムのみ使用できる。1つ以上の複数のプログラムを提出することできる。

⑥コンピュータ持ち込み
第1回大会は、持ち込みは禁止とします。大会運営側が用意した端末で実行します。

9.大会スケジュール
13:00　開場
13:30　開会式
13:45　1回戦スタート
14:45　～休憩～
15:00　2回戦～3位決定戦・決勝
16:00　閉会式・表彰

10.表彰対象　優勝から第3位まではトロフィー、そのほか参加者にも表彰

11.U-16プログラミングコンテスト京都大会(競技部門) 出場者一覧

No 氏名 ふりがな 所属 学年 開発環境

01 山崎　唯人 やまざき　ゆいと 立命館小学校 小学校5年 Python

02 田原春　樹輝 たはらばる　いつき 立命館小学校 小学校5年 Python

03 田中　幹貴 たなか　もとき 京都橘中学校 中学校1年 Python

04 竹内　優祐 たけうち　ゆうすけ 京都橘中学校 中学校1年 Python

05 久門　平 ひさかど　たいら 京都橘中学校 中学校1年 Python

06 藤村　祐一郎 ふじむら　ゆういちろう 京都橘中学校 中学校2年 Python

07 加藤　大晏 かとう　だいあ 京都橘高等学校 高校1年 Python

08 遠藤　千大 えんどう　ちひろ 同志社高等学校 高校1年 Python

09 坂本　直輝 さかもと　なおき 京都橘中学校 中学校2年 Python

10 井上　櫂 いのうえ　かい 京都橘中学校 中学校2年 Python

11 松田　孝太 まつだ　こうた 京都橘中学校 中学校1年 Python

12 福井　悠太 ふくい　ゆうた 京都橘中学校 中学校3年 Python

以上

第１回U-16プログラミングコンテスト京都大会 開催要項
2024年11月3日

記
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U-16プログラミングコンテスト京都大会(競技部門) 2024.11.3 京都橘中高

1回戦 2回戦 準決勝 決勝

残37

0

0 0 0

24 19 43
-118 -118 0 ○ ○ 2

0 0 -236 Win

0 2 2

○ ○ 2 Win

Win ○ 1

22 14 36

11 16 27
Win 同点のためじゃんけん ○ 1

-120 ○ 1

0 0 -120

0 0 -120

○ -120 1 -120 -120 0

0 0 -240

0 0 0

○ ○ 2
Win Win

○ ○ 2 優勝

31 20 51

29 7 36

0

0

10 18 28
Win 41 13 82

○ ○ 2 ○ ○ 2

2 2 4 Win

1 2 -231

-119 -115 0 Win

○ ○ 2 準優勝

3 2 5

3 3 -210

残66 -111 -105 0

○ 1

0 30 30

19 23 42 残86 Win

○ 1 ○ ○ 2
Win 19 1 20

0 0 -118

-118 0

3位決定戦

Win

○ ○ 2 第3位

0 6 6

1 20 -153

-113 -61 0

02田原春樹輝

04竹内優祐

A

B

C 07加藤大晏

D 11松田孝太

E 10井上櫂

F 01山崎唯人

G 08遠藤千大

H 09坂本直輝

I 06藤村祐一郎

J 12福井悠太

K 05久門平

L 03田中幹貴

👑

07加藤大晏

11松田孝太

09坂本直輝

09坂本直輝

01山崎唯人

05久門平

①

②

③

④

⑪

01山崎唯人

05久門平

07加藤大晏

09坂本直輝

05久門平

⑫

01山崎唯人

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

07加藤大晏

07加藤大晏
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Rookie of the Year Award 

趣旨 

本研究会は、情報分野での活躍が期待される生徒を応援することを目的に、2022年度に Rookie of the Year 

Award を創設しました。既に中高生を対象とした種々の情報関連の大会がありますが、学校での情報教育は目

的、内容、環境、形態などにおいて多様であり、大会への参加が難しい場合もあります。そこで、本研究会では

一律のテーマを設けず、各校の「日頃の教育活動」における生徒の活動実績に基づいて表彰を行っています。 

賞の名称は、生徒の未来の活躍に期待し、Rookie of the Year Awardとしました。受賞者が学校間の交流を深

め、刺激を受け合う場となる授賞式も行います。本賞が生徒の成長と情報教育の発展に寄与できれば幸いです。 

  授賞対象要件 ※下記のすべての要件を満たすこと 

・京都府の私立中学校または私立高等学校に在籍する生徒。

・2024年度の授業や課外活動において、情報分野での開発や研究（プログラミング、ロボット製作、データ分析

などジャンルは不問）での顕著な活動実績があり、今後の活躍が期待される生徒。

・学校長の推薦を受けた個人またはグループ。ただし申請は各校 1名または 1グループに限る。

（中高併設校であっても、中学校・高等学校はそれぞれを１名または１グループとして申請できる。）

申請から授賞式までのスケジュール

申請する学校は、【A.申請書類】を教員が事務局（下記）へ提出してください。【B.受賞者決定通知書】の受け

取り後、【C.受賞者プレゼンテーション原稿】を提出してください。【D.Rookie of the Year Award 授賞式】に

は、受賞生徒と担当教員が参加してください。 

【A.申請書類】（①推薦書 ②活動実績報告書）の提出 

 受付期間：2024年 11月 11日（月）～12月 18日（水） 

 ↓ 

【B.受賞者決定通知書】の発送（本研究会から申請者へ） 

 日程：2024年 12月 24日（火）までに発送   

     ↓ 

【C.受賞者プレゼンテーション原稿】の提出   

 期限：2025年 1月 20日（月） 

   ↓ 

【D.Rookie of the Year Award 授賞式】 

 日程：2025年 1月 25日（土）    会場：京都産業大学むすびわざ館ホール 

  主催 京都府私立中学高等学校情報科研究会 http://www.kyoto-shigaku.info/ 

事務局 同志社中学校・高等学校  〒606-8558 京都市左京区岩倉大鷺町 89 

TEL:075-781-7121 鈴木 潤（jnsuzuki@js.doshisha.ac.jp） 

募集 
第３回 京都府私立中学高等学校情報科研究会
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2024年 6月 18日 

第３回「Rookie of the Year Award」募集要項 

１．趣旨 情報分野での活躍が期待される生徒を応援することを目的として、各校の情報分野での授業や課外活

動において、開発や研究（プログラミング、ロボット製作、データ分析などジャンルは不問）での顕

著な活動実績がある、生徒個人またはグループ表彰いたします。また、学校間での交流を深め刺激を

請け合う場として授賞式を行います。 

２．主催 京都府私立中学高等学校情報科研究会 

３．募集内容 情報分野での開発や研究での顕著な活動実績 

・2024年度の授業や課外活動におけるもの

・プログラミング、ロボット製作、データ分析などジャンルは不問

４．募集対象 京都府の私立中学校または私立高等学校に在籍する生徒 

５．募集期間 2024(令和6)年11月11日(月)～12月18日(水)【当日必着】 

６．応募方法 申請書類は教員がとりまとめ、募集期間内に下記まで送付してください。 

申請書類の提出先 

同志社中学高等学校 情報科 鈴木 潤 宛 

＜郵送の場合＞ 〒606-8558 京都市左京区岩倉大鷺町89  Tel 075-781-7121 

＜メールの場合＞ jnsuzuki@js.doshisha.ac.jp 

【申請に関する注意事項】 

①申請は各校１名または１グループに限ります。（中高併設校は中学・高校のそれぞれで申請できます） 

②申請には学校長の推薦が必要です。 

③授賞式での受賞者プレゼンテーションを行うこと、応募の条件とします。 

④応募内容はオリジナルで未発表のものに限ります。他コンクールとの重複応募はご遠慮ください。 

⑤趣旨にそぐわない内容、第三者の著作権・肖像権などの権利を侵害するものは、選考の対象外とします。 

 また、盗作・盗用などが判明した場合は、授賞を取り消す場合があります。 

⑥本研究会Webサイトや報告書にて、受賞者氏名・受賞者プレゼンの内容・授賞式の写真を公開します。 

７．参加料 無料 

８．スケジュール 2024(令和6)年12月18日(水)  募集締め切り 

2024(令和6)年12月24日(火)まで 受賞者決定発送 

2025(令和7)年 1月20日(月)  受賞者プレゼンテーション原稿提出 

2025(令和7)年 1月25日(土)  授賞式 

９．選考方法 情報科研究会役員により、受賞者を決定します 

１０．表彰 受賞者には賞状と副賞を贈呈します 

【Rookie of the Year Award授賞式】 

日程 2025(令和 7)年 1月 25日(土) 

会場 京都産業大学むすびわざ館大ホール 

京都市下京区中堂寺命婦町 1-10(JR丹波口駅 徒歩 7分、阪急大宮・京福四条大宮駅徒歩 11分) 

京都府私立中学高等学校情報科研究会 http://www.kyoto-shigaku.info/ 

事務局 同志社中学校・高等学校  〒606-8558 京都市左京区岩倉大鷺町 89 

TEL:075-781-7121 鈴木 潤（jnsuzuki@js.doshisha.ac.jp） 
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第３回

京都府私立中学高等学校情報科研究会主 催

京都産業大学 むすびわざ館ホール会 場

2025.01.25 Sat.

開会挨拶／進行説明14:20
受賞者プレゼンテーション14:25

表 彰15:35
講 評

閉会挨拶

- TIMETABLE -

（発表順は抽選で決定します。）

（ 休 憩 ）

主 催
京 都 府 私 立 中 学 高 等 学 校 情 報 科 研 究 会
http://www.kyoto-shigaku.info

- ABOUT -
この賞は、情報分野での活躍が期待される生徒を応援することを目的に創設しました。
一律のテーマを設けない各校の「日頃の教育活動」における生徒の活動実績に基づき表彰を行い
ます。賞の名称は、生徒の未来の活躍に期待し “Rookie of the Year Award” と命名しました。

16:20
（１７：００頃終了予定）

交 流 会 （1階 CAFE KSUKSUにて）

京都精華大学 メディア表現学部 教授 鹿野 利春 先生
京都橘大学 工学部 情報工学科 教授 杉浦 昌 先生
京都産業大学 コンピュータ理工学部 教授 荻野 晃大 先生

【京都橘高等学校】 奧西 亮理さん 杉村 颯太さん 矢間 渓大さん

【京都翔英高等学校】 岸本 くるみさん

情報セキュリティ啓発ポスターの作成

【東山高等学校】 ソレイマニ ナスラバディ 阿蓮さん

デジタルシステムを用いた鉄道模型の自動運転

【京都産業大学附属高等学校】 山本 煌さん 竹川 昇汰さん 赤松 和翔さん 桑原 優翔さん 古澤 匠吾さん

Video Translation System の開発

【華頂女子高等学校】 島田 暖菜さん 山田 智仁さん 山根 明由菜さん 表田 桃奈さん

杉山 爽 さん 森井 徠稀さん 木村 心優さん 中川 ひなたさん 中村 芭奈さん
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ȎЏ౾　àるĐさん(Ҍੂᘧ˧高等学校)「ߌషĿıũŮŊħԆଷšĽŃーのْࡆ」
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「デジタルシステムを用いた鉄道模型の自動運転」 

ソレイマニ ナスラバディ 阿蓮（東山高等学校）

活動区分：クラブ（鉄道研究会） 

活動期間：２０２４年 9 月～11 月 

「メルクリン社のデジタルシステムを用いた鉄道模型の自動運転」 

活動実績の説明： 

 私はドイツのメルクリン社のデジタルシステムを用いて鉄道模型で列車の自動運転

を行いました。自動運転では、コントローラー（制御装置）である CS3（セントラル

ステーション３）とそのコントローラーに接続するデコーダーを使います。まず自動

運転では、センサーレールを使って列車を CS3 に検地させます。センサーレールは赤

外線などで列車を検知するわけではなく、２本ある GND レールのうち１本を絶縁し、

列車がその区間に入ると両側の GND レールが車輪により導通することを利用して、列

車を検知します。またこのとき、CS3 はセンサーの反応を直接受け取ることはできな

いあめ、L88 デコーダーを使い、センサーの反応を CS3 に処理させます。この方法は

実際の鉄道システムでも使われていて、赤外線などのセンサーが、列車以外の物に反

応し、誤って信号を変えてしまうといったトラブルになる恐れがあるのに対して、こ

の方法だと列車だけを確実に検知でき、正確で安全な運行につながります。次にこの

センサーを条件として列車が停止、発車、汽笛を鳴らすといったコマンドを組み込ん

で、自動運転のプログラムを作ります。プログラムでは、プログラミング言語を使っ

たプログラミングは必要なく、センサーを条件としたコマンドをつなげたイベントを

考えることで、列車を制御できます。例えば２つの列車 A,B が停止、発車するセンサ

ーが２つある駅で、列車２つのうち１つが単線を走行するプログラムでは、センサー

１が検知されると、列車 A が停止、列車 B が発車、駅手前のポイントが、列車 A が駅

に進入してきた時と逆向きになるというプログラムとセンサー２が検知されると、先

ほどのコマンドが全て逆になったプログラムを作ることで、半永久的に２つの列車を

発着させるプログラムが作れます。このプログラムも実際の鉄道運行と同じく、セン

サーが検知されてからコマンドが実行されるまでの間に遅延を生じさせることで、列

車の運行間隔に余裕を持たせることができます。 

②ソレイマニ　ナスラバディ　阿蓮さん(東山高等学校)「デジタルシステムを用いた鉄道模型の自動運転」
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em
の
開
発
」
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⑤
島
田
　
暖
菜
さ
ん
,山
田
　
智
仁
さ
ん
,山
根
　
明
由
菜
さ
ん
,表
田
　
桃
奈
さ
ん
,杉
山
　
爽
さ
ん
,森
井
　
徠
稀
さ
ん
,木
村
　
心
優
さ
ん
,中
川
　
ひ
な
た
さ
ん
,中
村
　
芭
奈
さ
ん
(華
頂
女
子
高
等
学
校
)

「
華
頂
女
子
高
校
×
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
！
伝
統
と
未
来
が
交
差
す
る
光
の
ア
ー
ト
」
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第３回「Rookie of the Year Award」授賞式
2025(令和7)年 1月25日(土)
京都産業大学むすびわざ館大ホール

開会挨拶
委員長 長谷川 卓也

奧西 亮理さん 杉村 颯太さん 矢間 渓大さん（京都橘高等学校）
『ロボット競技 CoRE-2 や

次世代科学技術チャレンジプログラム NAIST STELLA などへの積極的な参加』

島田 暖菜さん 山田 智仁さん 山根 明由菜さん 表田 桃奈さん 杉山 爽さん
森井 徠稀さん 木村 心優さん 中川 ひなたさん 中村 芭奈さん（華頂女子高等学校）
『華頂女子高校×プロジェクションマッピング！伝統と未来が交差する光のアート』
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山本 煌さん 竹川 昇汰さん 赤松 和翔さん 桑原 優翔さん 古澤 匠吾さん
（京都産業大学附属高等学校）

『Video Translation System の開発』

岸本 くるみさん（京都翔英高等学校）
『情報セキュリティ啓発ポスターの作成』

ソレイマニ ナスラバディ 阿蓮さん（東山高等学校）
『デジタルシステムを用いた鉄道模型の自動運転』
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閉会挨拶
副委員長 清田 祥一郎

受賞者のみなさんでの記念撮影

京都精華大学
メディア表現学部
教授 鹿野利春先生

京都産業大学
情報理工学部
教授 荻野晃大先生

講評

京都橘大学
工学部情報工学科
教授 杉浦昌先生
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